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キク科の多年草。 
昔から春を告げる使者として親しまれて 
います。お浸し、和え物、天ぷら、フキ味噌 
など、ほろ苦い早春の味を楽しむ方も多い 
のではないでしょうか。 
 
 つぼみが開くと・・・  
    黄色いのが 「雄花」 
    白いのが   「雌花」 
          雌雄異株の植物です。 

「雌花」の方は、受粉すると、30～50ｃｍ 
ほど茎を伸ばし、初夏になる頃には白い 
綿毛をつけたタネがたくさんできます。 

そして、タンポポと同じように風に乗って 
飛んでいくのです。 

フキノトウ 

タネツケバナ 

つぼみも花も 
タネもたくましい！ 

オオイヌノフグリ 

かわいい、可愛い 
ブルーの小さな花 

冬の寒さに耐える 
ロゼットたち 

ニホンアカガエルの卵塊 

2／2 には、たった１個しか見つかりませ 
んでした。 
2／21の観察では、13個見つけることが 
でき、ホッとしています。 
年々、減少しているので、大切に見守って 
いきたいと考えています。 

たんぼの中をよく見ると、卵塊がくずれたようなあとが・・・ 
今年の厳しい寒さの中で凍って死んでしまったのでしょうか・・・ 

なぜ、こんな寒いときに産卵するの？ 

冬眠中のニホンアカガエル・・わざわざ産卵のために冬眠を 
一時中断して産卵する理由は・・ 
      ①天敵のヘビも冬眠中 
      ②オタマジャクシの敵もいない 
      ③オタマジャクシ同士の共食い競争に勝てる 
      ・・しかし、早すぎると低温で死んでしまったりするので、絶妙のタイミング

で産卵しなけばなりません。 カエルのおかぁさんも大変！！ 
     一度産卵で目覚めても、エサとなる昆虫が目覚めていないので 
     また再冬眠していますzzz 

おたまじゃくし 
４月 

幼体 
６月 

成体 
８月 

  芽吹き始めた草木から 「日本の伝統色」 を探そう！！ 

若芽色（わかめいろ） 
淡くきれいな緑色。「若」とつく色の中 
     で一番薄い色 

    青藤色（あおふじいろ） 
藤色に青みが加わった優しいうす紫色 


